
(57)【要約】

【課題】軸組み構造を採用した木造建築物において、規

格用材をそのまま使用して、耐震性を向上させた堅牢な

建築物を提供する。

【解決手段】所定の土台上に所定規格の柱を立設すると

共に、前記柱に梁、軒桁、胴差し等の横架材を連結して

なる木造軸組み構造において、隅柱及び適宜間隔毎に立

て込む主要な柱（二階建てにおいては通し柱３１）を、

規格柱を二本並べ且つ一体化した二重柱として通常の土

台上に立設し、前記二重柱（通し柱３１）への横架材（

胴差し４４）の連結を

異なる柱としてなる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 定 の 土 台 上 に 所 定 規 格 の 柱 を 立 設 す る と 共 に 、 前 記 柱 に 梁 、 軒 桁 、 胴 差 し 等 の 横 架 材
を 連 結 し て な る 木 造 軸 組 み 構 造 に お い て 、 隅 柱 及 び 適 宜 間 隔 毎 に 立 て 込 む 主 要 な 柱 を 、 規
格 柱 を 二 本 並 べ 且 つ 一 体 化 し た 二 重 柱 と し て 通 常 の 土 台 上 に 立 設 し 、 前 記 二 重 柱 へ の 横 架
材 の 連 結 を 異 な る 柱 と し て な る こ と を 特 徴 と す る 木 造 建 築 物 の 軸 組 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 二 階 建 て 家 屋 に お い て 、 通 し 柱 と す る 隅 柱 及 び 主 要 柱 を 二 重 柱 と し て な る 請 求 項 １ 記 載
の 木 造 建 築 物 の 軸 組 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 横 架 材 の 組 み 合 わ せ 連 結 で 構 築 さ れ る 床 張 り 及 び 天 井 張 り を 、 所 定 の 強 度 の 横 架 材 を 使
用 し て 、 約 三 尺 四 方 の 矩 形 枠 と 、 前 記 矩 形 枠 上 に 固 着 す る 構 造 合 板 を 基 本 と し て 構 築 し て
な る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 木 造 建 築 物 の 軸 組 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 耐 力 壁 を 、 間 柱 に 規 格 柱 の 半 割 柱 を 採 用 す る と 共 に 、 三 尺 四 方 の 矩 形 枠 と 、 前 記 矩 形 枠
上 に 固 着 す る 構 造 合 板 を 基 本 と し て 構 築 し て な る 請 求 項 １ 乃 至 ３ 記 載 の 何 れ か の 木 造 建 築
物 の 軸 組 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 木 造 建 築 物 の 軸 組 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 木 造 建 築 物 の 一 般 的 な 工 法 と し て 木 造 軸 組 工 法 が 知 ら れ て い る 。 こ の 軸 組 工 法 は 在 来 工
法 と 称 さ れ 、 木 材 を 使 用 し た 土 台 、 柱 、 梁 等 の 軸 部 材 を 組 み 合 わ せ て 建 物 の 骨 組 み 構 築 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 の 在 来 工 法 は 、 日 本 の 伝 統 的 な 工 法 で あ る が 、 近 年 そ の 耐 震 性 の 向 上 の た め に 従 前
よ り 種 々 の 提 案 が な さ れ て い る 。 そ の 手 段 と し て 隅 柱 に 大 断 面 の 柱 （ 七 寸 角 ： 通 常 の 柱 三
寸 五 分 角 の ４ 倍 の 断 面 積 を 有 す る ） を 使 用 す る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 枠 組 壁 工 法 に お い て も 、 木 造 建 築 物 の 角 部 の 強 化 が 耐 震 性 を 向 上 さ せ る と し て 、 建
築 物 の 角 部 を 二 重 壁 構 造 と す る こ と も 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ３ － １ ０ ３ ５ ５ １ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ３ ５ ６ １ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 建 築 物 の 角 部 の 強 化 は 耐 震 性 を 高 め る も の で あ る が 、 特 許 文 献 １ に 記 載 し た 大 断 面 柱 の
採 用 は 、 当 然 そ の 土 台 に つ い て も 大 断 面 柱 に 対 応 す る 基 礎 及 び 土 台 の 構 築 が 必 要 で あ り 、
ま た 特 許 文 献 ２ の 枠 組 壁 工 法 の 場 合 も 同 様 で あ る が 、 外 壁 面 の 修 正 （ 通 常 壁 面 よ り 突 出 さ
せ る 必 要 が あ る ） が 必 要 と な り 、 構 築 に 煩 雑 さ が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 単 一 材 の 場 合 に は 、 大 断 面 で あ る た め に そ の 乾 燥 も 煩 瑣 で あ り 、 乾 燥 の 如 何 に よ っ
て は 経 年 変 化 に よ る 割 れ も 生 じ 易 い 。 更 に 通 常 の 二 倍 寸 法 の 柱 材 と い う 特 別 な 規 格 の 用 材
を 必 要 と し 、 こ の よ う な 規 格 外 の 用 材 を 使 用 す る の は 経 済 的 な 面 か ら も 得 と は い え な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 規 格 通 り の 用 材 を 使 用 し て 、 耐 震 性 を 向 上 さ せ る 新 規 な 木 造 建 築 物 の
軸 組 構 造 を 提 案 し た も の で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 木 造 建 築 物 の 軸 組 構 造 は 、 所 定 の 土 台 上 に 所 定 規 格 の 柱 を 立 設 す る と 共 に
、 前 記 柱 に 梁 、 軒 桁 、 胴 差 し 等 の 横 架 材 を 連 結 し て な る 木 造 軸 組 み 構 造 に お い て 、 隅 柱 及
び 適 宜 間 隔 毎 に 立 て 込 む 主 要 な 柱 を 、 規 格 柱 を 二 本 並 べ 且 つ 一 体 化 し た 二 重 柱 と し て 通 常
の 土 台 上 に 立 設 し 、 前 記 二 重 柱 へ の 横 架 材 の 連 結 を 異 な る 柱 と し て な る こ と を 特 徴 と す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 特 に 二 階 建 て 家 屋 に お い て 、 通 し 柱 と す る 隅 柱 及 主 要 柱 を 二 重 柱 と し て な る も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 而 し て 隅 柱 や 主 要 柱 が 二 重 柱 と な り 、 断 面 強 度 が 二 倍 に な る と 共 に 、 横 架 材 の 連 結 が 二
重 柱 で 分 散 さ れ 、 当 該 連 結 箇 所 の 荷 重 負 担 も 軽 減 さ れ て 耐 震 性 が 向 上 す る 。 ま た 規 格 柱 を
二 本 並 べ て 連 結 固 定 し て 二 重 柱 と す る も の で あ る か ら 、 基 礎 ・ 土 台 は 従 前 の 通 り の 構 成 を
採 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 本 発 明 （ 請 求 項 ３ ， ４ ） に 係 る 木 造 建 築 物 の 軸 組 構 造 は 、 前 記 の 二 重 柱 の 採 用 に 加
え 、 所 定 の 強 度 を 備 え た 横 架 材 の 組 み 合 わ せ 連 結 で 構 築 さ れ る 床 張 り 及 び 天 井 張 り を 、 約
三 尺 四 方 の 矩 形 枠 と 、 前 記 矩 形 枠 上 に 固 着 す る 構 造 合 板 を 基 本 と し て 構 築 し た り 、 耐 力 壁
を 、 間 柱 に 規 格 柱 の 半 割 柱 を 採 用 す る と 共 に 、 三 尺 四 方 の 矩 形 枠 と 、 前 記 矩 形 枠 上 に 固 着
す る 構 造 合 板 を 基 本 と し て 構 築 し て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 二 重 柱 の 採 用 と 共 に 、 床 張 り 及 び 天 井 張 り や 耐 力 壁 を 約 三 尺 四 方 の 矩 形 枠 と 構 造
合 板 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 堅 牢 に 構 築 す る こ と に よ っ て 建 物 全 体 の 耐 震 性 を 高 め る も の で
あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 の と お り 、 所 定 寸 法 の 規 格 柱 を そ の ま ま 採 用 す る と 共 に 、 要 部 に 規 格 柱 を
並 列 一 体 化 さ せ た 二 重 柱 を 採 用 し 、 且 つ 横 架 材 の 連 結 を 並 列 柱 に 分 担 さ せ た も の で あ る か
ら 、 特 別 な 部 材 を 採 用 す る こ と 無 く 、 容 易 に 建 物 の 耐 震 強 度 を 高 め る こ と が で き た も の で
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 に 係 る 軸 組 構 造 に よ る 木 造 建 築 物 （
二 階 建 て 家 屋 ） の 構 築 は 、 基 本 的 に 従 前 の 木 造 軸 組 建 築 物 と 同 様 で 、 所 定 の 基 礎 １ 上 に 土
台 ２ を 形 成 し 、 土 台 ２ 上 に 柱 ３ を 立 設 し 、 土 台 ２ に 横 架 材 ４ を 架 設 し て 一 階 床 張 り 構 築 を
行 い 、 更 に 柱 ３ に 所 定 の 横 架 材 ４ を 架 設 し て 二 階 床 張 り 構 築 及 び 天 井 張 り 構 築 を 行 い 、 そ
し て 小 屋 組 み 構 築 を 行 っ て 建 築 物 の 構 造 部 分 の 構 築 を 行 っ た 後 、 所 定 の 壁 工 事 ・ 外 壁 工 事
・ 内 装 工 事 ・ 屋 根 葺 き 工 事 を 行 な っ て 建 築 物 を 完 成 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 特 に 柱 ３ と 横 架 材 ４ で 構 成 さ れ る 軸 組 構 造 、 及 び 構 造 合 板 ５ を 使 用 し た 耐 力
壁 並 び に 平 面 構 築 （ 一 階 床 張 り 構 築 、 二 階 床 張 り 構 築 、 天 井 張 り 構 築 ） に そ の 特 徴 を 備 え
た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 柱 ３ は 、 通 し 柱 ３ １ 、 管 柱 ３ ２ 、 間 柱 ３ ３ で 構 成 さ れ 、 通 し 柱 ３ １ は 、 通 常 の 二 階 家 構
造 と 同 様 に 隅 柱 と 隅 柱 の 間 に 所 定 の 間 隔 で 土 台 ２ 上 に 立 設 し た も の で 、 特 に 規 格 柱 （ 例 え
ば 一 般 的 に 三 寸 五 分 角 、 四 寸 角 ） ３ １ ａ ， ３ １ ｂ を 二 本 並 べ 、 当 接 面 を 接 着 材 で 接 着 し 、
更 に 貫 通 ボ ル ト ３ １ １ で 上 下 適 宜 数 箇 所 を 連 結 し て 一 体 化 し た も の で あ る （ 図 ２ ） 。 ま た
特 に 土 台 ２ と の 連 結 に 際 し て 、 基 礎 １ に 稙 立 し た ホ ー ル ダ ウ ン 金 具 ３ １ ２ を 使 用 し て 堅 牢
に 連 結 固 定 す る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 管 柱 ３ ２ は 規 格 柱 （ 三 寸 五 分 角 や 四 寸 角 ） を 使 用 し 、 窓 や 出 入 口 の 開 口 部 を 有 せ し め る
と 共 に 、 間 柱 ３ ３ に 規 格 柱 を 二 分 割 し た も の を 採 用 す る と 共 に 、 胴 縁 ３ ４ に も 規 格 柱 を 二
分 割 し た も の 使 用 し て 約 三 尺 四 方 の 矩 形 枠 を 形 成 し 、 こ の 矩 形 枠 に 構 造 合 板 （ １ ２ ｍ ｍ 厚
） ５ ａ を 釘 着 し て 、 耐 力 壁 と な る 壁 面 を 構 築 す る も の で あ る （ 図 ３ ） 。 勿 論 二 階 壁 も 同 様
で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 横 架 材 ４ に よ る 床 面 構 築 は 、 一 階 床 張 り は 、 土 台 ２ 間 に 大 引 き ４ １ 及 び 根 太 ４ ２ を 交 差
連 結 し て 約 三 尺 四 方 の 矩 形 枠 を 形 成 し 、 前 記 矩 形 枠 に 断 熱 板 ４ ３ を 嵌 合 し 、 そ の 上 に 構 造
合 板 （ ２ ８ ｍ ｍ 厚 ） ５ ｂ を 釘 着 し 、 １ 階 床 を 構 築 す る （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 二 階 床 は 、 胴 差 し ４ ４ と 、 大 梁 ４ ５ と 、 小 梁 ４ ６ と 、 二 階 根 太 ４ ７ と 、 構 造 合 板 ５ ｃ で
構 築 さ れ る も の で 、 胴 差 し ４ ４ と 大 梁 ４ ５ が 通 し 柱 ３ １ に 連 結 さ れ 、 胴 差 し ４ ４ と 大 梁 ４
５ の 間 に 約 三 尺 間 隔 で 小 梁 ４ ６ が 架 設 さ れ 、 小 梁 ４ ６ に 直 交 し て 二 階 根 太 ４ ７ を 三 尺 間 隔
で 架 設 し 、 約 三 尺 四 方 の 矩 形 枠 を 形 成 し 、 前 記 矩 形 枠 上 に 構 造 合 板 （ ２ ８ ｍ ｍ 厚 ） ５ ｃ を
釘 着 し て 二 階 床 を 構 築 す る （ 図 ７ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 特 に 二 重 柱 ３ １ と の 連 結 に 際 し て は 、 一 方 の 胴 差 し ４ ４ ａ は 、 一 方 の 柱 ３ １ ａ に 連 結 さ
れ 、 他 方 の 胴 差 し ４ ４ ｂ は 、 他 方 の 柱 ３ １ ｂ に 連 結 さ れ る 。 ま た 大 梁 ４ ５ の 連 結 は 、 通 し
柱 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ の う ち 、 開 口 間 隔 の 狭 い ほ う に 連 結 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 更 に 二 重 柱 ３ １ と の 連 結 に 際 し て は 、 二 重 柱 ３ １ の 臍 溝 の 深 さ を 規 格 柱 の 約 二 分 の 一 と
し た 非 貫 通 臍 に 形 成 し て 連 結 し 、 二 重 柱 ３ １ の 連 結 部 分 の 強 度 低 下 を 防 止 す る （ 図 ６ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 天 井 張 り の 構 築 は 、 柱 上 に 架 設 し た 軒 桁 内 に 、 二 階 床 張 り と 同 様 に 、 適 宜 な 横 架 材 で 約
三 尺 四 方 の 矩 形 枠 を 形 成 し 、 前 記 矩 形 枠 上 に 構 造 合 板 （ １ ２ ｍ ｍ 厚 ） を 釘 着 し て 行 な う も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 而 し て 前 記 の 建 築 物 は 、 主 要 柱 （ 通 し 柱 ） ３ １ を 二 重 柱 に 形 成 し 、 各 床 張 り 及 び 天 井 張
り 、 更 に 耐 力 壁 を 、 横 架 材 に よ る 矩 形 枠 と 構 造 合 板 で 形 成 し た も の で 、 従 前 の 規 格 用 材 を
そ の ま ま 使 用 し て 耐 震 性 を 高 め た 建 築 物 を 提 供 で き た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 尚 前 記 実 施 形 態 は 、 隅 柱 が 通 し 柱 と な る 二 階 家 の 例 を 示 し た が 、 隅 柱 部 分 が 平 屋 構 造 で
あ っ て も 、 隅 柱 に は 、 二 重 柱 を 採 用 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 要 部 （ 二 重 柱 の 連 結 構 造 ） の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 土 台 と 柱 の 連 結 部 分 の 説 明 図 。
【 図 ３ 】 同 耐 力 壁 の 構 造 図 。
【 図 ４ 】 同 一 階 床 張 り 構 造 の 説 明 図 。
【 図 ５ 】 同 二 階 床 張 り の 二 重 柱 と の 連 結 状 態 の 説 明 図 。
【 図 ６ 】 同 隅 柱 （ 二 重 柱 ） と 胴 差 し の 連 結 断 面 図 。
【 図 ７ 】 同 二 階 床 張 り 構 造 の 下 方 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ 　 　 　 　 基 礎
２ 　 　 　 　 土 台
３ 　 　 　 　 柱
３ １ 　 　 　 通 し 柱 （ 二 重 柱 ）
３ １ １ 　 　 貫 通 ボ ル ト
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３ １ ２ 　 　 ホ ー ル ダ ウ ン 金 具
３ ２ 　 　 　 管 柱
３ ３ 　 　 　 間 柱
３ ４ 　 　 　 胴 縁
３ ５ 　 　 　 構 造 合 板
４ 　 　 　 　 横 架 材
４ １ 　 　 　 大 引 き
４ ２ 　 　 　 根 太
４ ３ 　 　 　 断 熱 板
４ ４ 　 　 　 胴 差 し
４ ５ 　 　 　 大 梁
４ ６ 　 　 　 小 梁
４ ７ 　 　 　 二 階 根 太
５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ 　 構 造 合 板
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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